


解決策 「アジア低炭素化センター」によるパッケージを中心にした環境ビジネスのアジア展開 
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◆都市環境インフラ輸出の中核拠点化 
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日本の都市環境インフラ拠点の 
明確化により、国内外の人材と知識

の集約化を加速 

アジア向け都市環境インフラ輸出の
国内中核拠点へ 

◆グリーンシティ（環境配慮型都市）のプロデュース 

インフラ輸出先の電気・水・ 
資源・公害情報・交通データ ・北九州モデルの例 
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「アジア低炭素化センター」を核に官民が連携し、相手のニーズに応じて、都市環境インフラに 
係る技術やノウハウ等を組み合わせ、商品化する（パッケージ化） 



北九州市は、市民とともに 
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・環境未来都市 

経済協力開発機構（OECD）の 
「グリーン成長モデル都市」に選定 

・公害克服 

・環境国際協力 など 


